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確かなものを 地球と未来へ

日本建設業連合会  北陸支部一般社団法人

地域の動き 
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ひとがつながり、まちがひろがる。まちがつながり、未来がひろがる。
富山駅における路面電車南北接続事業について

■■富山市　活力都市創造部　路面電車推進課
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■■（株）日立インダストリアルプロダクツ
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砂防関係施設点検へのUAV活用調査・検討業務
UAVを活用した砂防施設点検とUAV点検要領（案）

■■日本工営（株）　新潟支店　北陸事務所

遠隔施工管理実施状況
（遠隔側）▶P.3
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3）ホワイトボード機能 

 写真や図面等のイメージデータを貼り付け、現

場側に対するコメントや確認内容等の手書き入力

が可能です。これにより、音声やコミュニケーシ

ョン機能の文字による連絡を補足します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4）録画機能 

 現場側の確認状況の映像を遠隔側のノートパソ

コンにおいて保存、再生することが可能です。 

5）セキュリティ管理機能 

 本サービスの利用者即ち遠隔側及び現場側に関

して、サービス開始時の認証、利用時間等の管理

を行う他、利用者間で送受信されるデータの暗号

化を行います。 

 

 ４．遠隔施工管理の実施内容 

（1）実施項目 

   ポンプ使用材料の「材料確認」及び工場塗装完 

  了後の塗装膜厚の「段階確認」を実施しました。 

（2）実施結果 

   ・各使用材料の外観、員数、寸法及び任意部分 

の膜厚を鮮明な映像音声にて確認頂きました。 

   ・立会の実施時間の大幅な短縮を図ることが出 

来ました。 

   ・カメラのピント合わせに時間を要し、また、 

音声を聞き取りにくい場面が有りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）実施状況 

1）信濃川下流河川事務所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2）弊社工場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．まとめ 

工事施工において、ICT 活用による生産性向上に向

けた取組が進められる中、本工事で、遠隔施工管理を

試行することにより、立会時間の短縮化、手戻り作業

の防止等施工の効率化に繋がる見通しを得られました。 

最後になりますが、本工事完成にあたり発注者の信

濃川下流河川事務所、関屋出張所の皆様及び工事期間

中にご協力いただきました皆様にこの場を借りて感謝

弊社工場（茨城県土浦市） 信濃川下流河川事務所 

図-5 ホワイトボード機能 参考画面 

図-6 遠隔施工管理実施状況(遠隔側) 

図-7 遠隔施工管理実施状況(現場側) 

図-4 システム構成図 

双方通信管理サーバ 
（クラウドサーバ） 

利用者管理 

現場画像 

 監督員画像(連絡等) 

【携帯端末】 

・カメラ画素数： 

800万画素 

・画面サイズ： 

10.5インチ 

【ノートパソコン】 

・ＯＳ： 

Windows10 

・画面サイズ： 

13インチ 

南北直通運行する路面電車
（富山駅南口）▶P.5

きれいni発破概要図▶P.7
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きれい 発破の紹介
                    会 社 名 

三井住友建設株式会社 

 抄 録 
山岳トンネル工事の発破掘削における削孔・装薬作業において、ドリルジャンボで装薬

孔を削孔する際に得られる削孔データを用いて、切羽毎に地山状況（硬軟）をリアルタイ

ムに把握し、使用する火薬の適正量を自動で算定してモニタ表示するシステム

シリーズ「きれい 発破」を開発した。

本稿では、開発から実用化に至る経緯と余掘り低減効果による作業効率の向上について

報告する。

   
  

 １．はじめに 
 急速施工が求められる近年の山岳トンネルにおいて、

トンネル掘削については高精度化、機械化等の技術的

な進歩により生産性の向上が図られている。 
しかしながら、熟練技能者不足や高齢化が深刻化する

建設業において、現場作業や管理業務の効率化は喫緊

の課題となっている。 
 山岳トンネル工事の発破掘削作業では、数サイクル

前の切羽で使用した火薬量と発破結果に基づいて、熟

練技能者の経験から使用する火薬量を判断しているこ

とが多く、複雑な地山の変化に対応できず過装薬によ

り余掘りが大きくなる傾向がある。余掘りが大きくな

ると局所的な応力集中や周辺地山の緩みを助長し、坑

内変位が増大する危険性があるだけでなく、ずり出し

および覆工等の後続作業において施工数量のロスが大

きくなり、作業効率の低下を引き起こす原因となる。 
この課題を解決するために、ドリルジャンボで装薬孔

を削孔する際に得られる打撃圧・回転圧・フィード圧

などのデータ（以下、削孔検層データ）を用いて、切

羽毎に地山状況（硬軟）を把握し、この削孔検層デー

タを用いて使用する火薬の適正量を自動で算定してリ

アルタイムにモニタ表示するシステム

SMC-Tunneling シリーズ「きれい ni 発破」を開発し

た（第１図）。 
本稿では、トンネル発破掘削作業における火薬量のリ

アルタイム自動算定システム「きれい ni 発破」の開発

から実用化に至る経緯と余掘り低減効果による作業効

率の向上について報告する。 
 
２．システム開発 
２－１ 本システムの概要 
本システムは、トンネル発破作業においてドリルジャ

ンボで装薬孔を削孔する際に得られる削孔検層データ

を活用し、切羽の地山状況（硬軟）を定量的に把握し

て、装薬する火薬の適正量を自動算定するシステムで

ある。削孔検層データはリアルタイムに解析し、自動

算定した装薬量はドリルジャンボ運転席のモニタおよ

びタブレットに表示する。 
この結果を一発破毎に用いることで、従来の熟練技能

者の経験的な手法によらず、地山状況に応じた適正な

火薬量を自動算定して装薬することが可能となる。 
これにより、発破掘削作業時の余掘りやアタリが低減

し、発破後の作業(アタリ取り、ずり出し等)の時間短

縮につながり作業効率が向上する。さらに、過装薬に

よる余掘りを低減することで、周辺地山の緩み拡大を

抑制し切羽の不安定化を防止することができる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

↓ここから入力してください。 

第１図 きれい ni 発破概要図 

自律飛行による飛行経路および撮影位置の例
▶P.11

「北陸の建設技術」への意見、ご感想が 
ありましたらお聞かせください。　 
E-mail:hokugi＠hrr.mlit.go.jp 

「i-Construction（アイ・コンストラクション）」とは？

国土交通省では、建設現場で働く労働者一人一人の生産性を向上させ、魅力ある建設
現場を実現する「i-Construction」の取り組みを進めています。
「i-Construction」は、＂ICT 技術の全面的な活用＂、＂規格の標準化＂、＂施工時期の平準
化＂等の施策を建設現場に導入することによって、建設現場のプロセスの最適化を図り、
もって魅力ある建設現場を目指す取り組みです。
本誌では「i-Construction（アイ・コンストラクション）」に関連する取り組みや建設

現場などの記事を読者の皆様にわかりやすく知って頂くために、当該記事に上記ロゴを表
示しています。
※�このロゴは平成30年６月１日に国土交通省が決定したロゴです。建設業界はもちろん、
業界を超えて社会全体から応援される取り組みへと「深化」するシンボルとなっています。

シリーズ 
現場技術者の「知得」 
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15 令和２年度　公共事業労務費調査について
■■北陸地方整備局　企画部　技術管理課

先輩なう！

19 これまでの10年、次の10年
■■前田建設工業（株）　北陸支店　鎧潟排水機場作業所　三宅　正彦さん

職場紹介
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すべては地域の発展のために
魚沼地域になくてはならない建設会社であり続ける

■■伊米ヶ崎建設（株）

新技術情報 

21 NETIS登録技術
■令和２年度登録技術

・車両設置幅1.8mの道路施設点検車■
　【登録番号：HR－200003－A】　（株）ワイケー

市民の命を守る魚沼市立病院
建築工事▶P.17

前田建設工業（株）　北陸支店
鎧潟排水機場作業所
三宅　正彦さん▶P.19

車両設置幅1.8mの道路施設点検車
（点検車の概要図）▶P.21

■表沢川放水路
　平成29年７月豪雨により、小千谷市市街地において家屋浸水被害が発生したため災害対
策等緊急事業推進費を活用し、放水路を平成29～30年度にかけ緊急的に整備しました。
　　所在地：新潟県小千谷市旭町地内
　　河川名：一級河川信濃川水系表沢川
　　延　長：L=0.6㎞（放水路）

� （写真提供：新潟県長岡地域振興局地域整備部小千谷維持管理事務所）


